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研究成果の概要（和文）： バラ科の自家不和合性は雌ずい側因子がS-RNaseであるRNase型で、ナシ連（ナシ、
リンゴ）では複数の花粉側因子SFBBが非自己のS-RNaseを認識する「多因子非自己認識型」を示すとされてい
る。しかし、その分子機構の詳細は不明である。その主な原因は、SFBBタンパク質は花粉に極微量にしか存在し
ない上、組換えタンパク質の発現も極めて困難なためである。
　本研究で様々なタンパク質発現系や条件の検討を行い、組換えSFBBタンパク質の発現系を作ることに成功し
た。並行して、タンパク質間相互作用解析に用いるツールの開発も行った。これらの実験系は、自家不和合性分
子機構の解明に有効に活用できると思われる。

研究成果の概要（英文）：Pyreae of Rosaceae (i.e., pear and apple) exhibit RNase-based 
self-incompatibility in which multiple pollen-part determinants SFBBs recognize non-self S-RNases, 
however, biochemical data supporting the model is not available partly because expression of 
recombinant SFBB protein is almost impossible. 
In this study, we tested many protein expression systems and conditions, and established a SFBB 
protein expression system. Along with the newly developed tools for protein-protein interaction 
analysis, the SFBB expression will be useful for analysis of interaction between SFBB and S-RNase to
 gain insight into the molecular basis of self-incompatibility.

研究分野： 植物遺伝育種学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
バラ科の自家不和合性花粉側因子SFBBタンパク質の安定的な発現系はこれまでになく、自家不和合性研究の大き
な障害になっていた。本研究で確立したSFBBタンパク質の発現系は、自家不和合性機構の解明にむけた重要な基
盤となる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

自家不和合性は、雌ずい側因子が S-RNase である RNase 型が最も進化的起源が古く、様々な分

類群に広く分布しているとされている。バラ科においてはサクラ連（オウトウなど）では単一の

花粉側因子 SFB が自己 S-RNase を認識する「単因子自己認識型」を示すが、興味深いことに、

我々は、ナシ連（ナシ、リンゴ）では複数の花粉側因子 SFBB が非自己の S-RNase を認識する「多

因子非自己認識型」を示すことを見出した（Kakui ら Plant J（2011））。だが、これら 2タイプ

は分子レベルでどのように異なり、なぜバラ科に共存しているのかは不明である。さらに、バラ

科においては SFBB の花粉側因子としての機能証明の報告も、自家不和合性機構モデルの生化学

的証拠もこれまでない。その主な原因は、SFBB タンパク質は花粉に極微量にしか存在しない上、

組換えタンパク質の発現も極めて困難なためである。 

 

２．研究の目的 

本研究では、ナシ連の「多因子非自己認識型」機構に関与する因子の特定と機能解析を進め「単

因子自己認識型」との異同の分子基盤と、バラ科におけるこれらの 2タイプの進化的関係を解明

することを目的とする。そのために、ナシ連の花粉側因子 SFBB の組換えタンパク質の発現系の

構築を試みた。 

 

３．研究の方法 

 大腸菌での発現系に用いる様々なベクター・菌株の組み合わせや培養条件、他の生物種での発

現系などを用い、SFBB のいくつかのアリルについて、組換えタンパク質の発現を試みた。発現

ベクター構築の際、SFBB の前後に様々なタグ配列を連結し、組換えタンパク質発現の有無は、

タグに対する抗体を用いたイムノブロットで解析した。 

 

４．研究成果 

 ある生物種の発現系でのみ、SFBB タンパク質を可用性画分に発現させられることが判った。

しかしアリルによっては組換えタンパク質の発現が見られなかったため、さらにベクターの検



討などを行った結果、それまで発現の見られなかった SFBB でも発現可能となった。更に並行し

て、タンパク質間相互作用実験に使用可能な新規なツールの開発も行った。これら SFBB タンパ

ク質発現系やタンパク質間相互作用実験ツールを利用して、SFBB と S-RNase の相互作用解析を

行うことで、自家不和合性分子機構の解明に寄与できるものと期待された。 
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